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ごみ処理基本計画策定に向けた今後のスケジュール（案） 
 
平成２２年１２月１７日（金）  
 ①生ごみの先進視察を受けて，生駒市における生ごみリサイクルの今後の方向性  
 ②ごみ半減の実現に向けた基本施策の枠組み（案）の提示  

③今後の検討スケジュール 
 

平成２３年１月１３日（木）  
 ①家庭系ごみ中の紙ごみの削減策  
  ・集団回収の活性化方策  
  ・雑がみ（ミックスペーパー）の回収促進 
 ②家庭系ごみへの有料化導入によるごみ減量行動へ誘導  
 ③事業系ごみの有料指定袋制の導入と減量の促進  
 ④２Ｒ（発生抑制，再使用）の促進を目指した取組の展開  
 

平成２３年１月２６日（水）  
 ○予備日（ごみ減量に向けた取組の全体的議論）  

 
平成２３年２月７日（月）  
 ○ごみ処理基本計画（案）の説明と意見交換 

 

平成２３年２月２３日（水）  
 ○ごみ処理基本計画（案）及び専門部会最終報告の取りまとめ  

 

平成２３年３月（上旬）  
 ○生駒市環境審議会への報告と市長へ答申  
 

平成２３年３月（下旬）  
 ○ごみ処理基本計画を市の計画として策定しパブリックコメントを実施  
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<参考> ごみ処理基本計画の策定内容について 

 
（目次構成と内容） 

  
第１章 計画策定の趣旨と期間等  
 ○今後の 10 年（計画期間：平成 23 年度～32 年度）の生駒市のごみの適正処理と循

環型社会形成を目指した取り組みの基本方向を示す。  
 ○計画の位置付け 

Ⅰ．上位計画である「第５次生駒市総合計画」（Ｈ22.９策定 目標年度Ｈ30）「生

駒市環境基本計画」（Ｈ21.3 策定 目標年度Ｈ30）の一般廃棄物部門の基本的施

策を定めた計画。 
Ⅱ．廃棄物処理法，循環型社会形成推進基本法，各種リサイクル法との整合性を保

ちつつ、今後のリサイクルの推進・ごみ処理の適正処理に関して、一般廃棄物処

理行政全般に係る基本方向を定めた計画。  
 ・１０年後のごみ排出量・収集量・処理量  
 ・ごみ減量の方策  

・分別収集の区分 
・処理の内容と主体（収集形態，収集頻度，収集体制，処理・資源化方法，最

終処分方法等） 
・施設整備の方向  

Ⅲ．本計画は、廃棄物の実施計画（毎年策定）、ごみ処理施設整備計画の策定時の

基本指針であるとともに、国・府や近隣市と広域的事業を実施する場合の指針。 
  ・バイオマスタウン構想等との整合性  
Ⅳ．循環型社会構築に向けた、市民・事業者・市の三者協働の取り組みのあり方の

長期展望。  
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参考図１ 計画の性格と位置付け（門真市の例） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 第２章 基本理念 
  ○「市民・事業者と一体となってごみ半減を目指す」（例）  
   焼却処理量及び直接埋立量（埋立不燃ごみ）  

約３万６千ﾄﾝ（Ｈ２０）→（半減）１万８千㌧へ  

 
 第３章 ごみ半減を目指した取り組み（重点プロジェクト構想）  
  ○専門部会の検討内容を整理し，また，並行的に検討されているバイオマスタウン構

想等との調整を図り，半減目標実現の基本施策を中期・後期のスケジュールととも

に整理。 
  ○その結果の分別収集量や焼却処理量も整理。  

 
第４章 基本施策 
 ○生駒市のごみの適正処理と循環型社会形成を目指した取り組みの基本的な方向を

環境基本法  
廃棄物処理法  
循環型社会形成推進基本法  
その他関係法令  

大阪府廃棄物処理計画  

門真市廃棄物の減量推進及び  
適正処理等に関する条例  

門真市第５次総合計画  

目標：平成31年度（2019年度） 

門真市一般廃棄物処理基本計画(改定版) 

計画期間：平成22年度（2010年度）から 

    平成31年度（2019年度）まで 

一般廃棄物処理実施計画  
  ・毎年策定  

容器包装リサイクル法に基づく  
分別収集計画  

  ・５年計画（３年毎に見直し）  

社会経済システムの変革  

に向けての提案  

ごみゼロ社会を目指した  
一般廃棄物処理システムの構築  

循環型社会形成に向けた  
市民・事業者・門真市の減量行動  
及び三者協働の取り組みの展開  

施設整備に関する実施計画  

  ・施設整備時に策定  

下水道整備計画  
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示す。（網羅的） 
・ごみ減量の方策（集団回収の育成方策，地域におけるごみ減量の取り組みの

拡充，環境学習の充実，事業系ごみの減量方策，減量行動の誘導策…家庭ご

みの有料化等 など）  
・分別収集の区分 
・処理の内容と主体（収集形態，収集頻度，収集体制，処理・資源化方法，最終処

分方法，ごみ処理手数料 など）  
・施設整備の方向  

 
 第５章 計画推進のために  
  ○計画の進行管理，広域連携，三者連携の組織体制の強化 等の方向性  

 
 
 


